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を用いることにより小皮切で低侵襲に行うことが可能である。中でも Lateral Lumbar Interbody 
Fusion（以下 LLIF）手技は脊柱管狭窄症やすべり症、成人脊柱変形に対する術式として急速に普
及している。また脊柱変形においては単椎間で大きな腰椎前弯角を獲得すると有利であり、前縦靭





















【結果】   
 同定された分節動脈は 32本（L2：10，L3：10，L4：10，L5：2）、分節静脈は 19本（L2：5，L3：8，L4：
6，L5：0）であった。 
１）分節動静脈が椎間板と交差する頻度 
椎間板と交差する分節動脈は 9本（28.1%）、高位別では L2で 7本（70％）、L3 と L4でそれぞれ 1
本（10%）であった。椎間板と交差する分節静脈は 8本（42.1％）、高位別では L2、L3、および L4で
それぞれ 3本（60％）、4本（50％）、1本（16.7％）であった。  
２）椎間板最側端から分節動静脈交差部までの水平距離 
分節動静脈が椎間板と交差する場合、椎間板最側端から交差部までの平均距離は分節動脈では
右側で 23.8±4.9(16.0–32.3)mm、左側で 18.0±17.8(16.0–20.4)mmであった（p=0.13 student’s t-test） 。
分節静脈では右側で 15.5±8.4(1.3–27.6)mm、左側で 17.2±5.5(10.2–23.6)mmであった（p=0.79 
student’s t-test） 。 
３）分節動静脈の腹部大動脈および下大静脈からの分岐角度 
腹部大動脈と分節動脈のなす尾側側の平均分岐角度は各高位で L2 で 119+25.4°、L3 で 111±
97°、L4 で 97±17.9°、L5で 75±5.0°であった。下大静脈と分節静脈のなす尾側側の平均分岐
角度は L2 で 130±21.0°、L3 で 121±10.0°、L4 で 118±17.7°であった。上位腰椎であるほど
分節動静脈は頭側に向かって急峻に分岐していた（p=0.03 one-way ANOVA test, p>0.05 post hoc 
Tukey-Kramer test）。  
４）腹部大動脈および下大静脈からの分節動静脈の分岐部と椎間板との位置関係 
上位腰椎ほど高頻度に分節動静脈が尾側椎間板高位よりも遠位から分岐していた（動脈: L2; 7/10
















      
 
 




【背景と目的】脊椎側方アプローチ Lateral Lumbar Interbody Fusion（以下 LLIF）手技は脊柱管狭
窄症やすべり症、成人脊柱変形に対する低侵襲手術として急速に普及している。また前縦靭帯の切離




学的検証はこれまでにもなされてきたが、LLIF での前方レトラクターの設置や ACR での前縦靭帯の
切離の際には椎体前面の分節動静脈にも注意が必要であると考えられ、今回我々は椎体前面における
分節動静脈の解剖学的検証を行った。【方法】ホルマリン固定された 5 献体（男性 1 例、女性 4 例）
を用いた。仰臥位で腹部正中切開を行い、腹腔臓器および大腰筋を切離し、腹部大動脈および下大静





脈は 9 本（28.1%）、高位別では L2 で 7 本（70％）、L3 と L4 でそれぞれ 1 本（10%）であった。椎
間板と交差する分節静脈は 8 本（42.1％）、高位別では L2、L3、および L4 でそれぞれ 3 本
（60％）、4 本（50％）、1 本（16.7％）であった。 分節動静脈が椎間板と交差する場合、椎間板最
側端から交差部までの平均距離は分節動脈では右側で 23.8±4.9mm、左側で 18.0±17.8mm であった
（p=0.13 student’s t-test） 。分節静脈では右側で 15.5±8.4mm、左側で 17.2±5.5mm であった
（p=0.79 student’s t-test）。腹部大動脈と分節動脈のなす尾側側の平均分岐角度は各高位で L2
で 119+25.4°、L3 で 111±97°、L4 で 97±17.9°、L5 で 75±5.0°であった。下大静脈と分節静
脈のなす尾側側の平均分岐角度は L2 で 130±21.0°、L3 で 121±10.0°、L4 で 118±17.7°であっ
た。上位腰椎であるほど分節動静脈は頭側に向かって急峻に分岐していた（p=0.03 one-way ANOVA 
test）。上位腰椎ほど高頻度に分節動静脈が尾側椎体レベルから分岐していた（動脈: L2; 7/10
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